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はじめに：膵癌は最も予後不良な癌で，集学的治療
の進歩にもかかわらず，治療成績向上が得難いのが現
状である．その原因の一つに，病期決定に際し，現在
の画像診断にて検出しえない微小転移巣や血中・骨
髄中のミクロレベルでの癌細胞播種検出の欠落から，
進行度を過小評価している可能性がある．今回，我々
は，骨吸収（転移）マーカーである I型コラーゲンC
端テロペプチド（以下，1CTP）の膵癌患者における臨
床的有用性について新しい知見を得たので報告する．
対象および方法：2002 年 1 月から 2005 年 1 月に入

院治療し 1CTP測定を行った膵癌 44 症例中，骨代謝
異常を伴わず，治療開始後 1か月以上経過した 38 症
例における血中 1CTPについて検討した．1CTP測定
には，Orion 社 RIAキットを用い，Kaplan-Meyer 法に
て累積生存率を算出した．
結果：膵癌に対する治療の内訳は，化学療法が 4

例，放射線療法が 12 例，外科切除が 22 例である．異
常 1CTP検 出 率（正 常 値 4.5ng�ml 以 下， CV値
15％）は，治療開始前 68％（17�25 例）であるのに対
し，治療後最終値 91.9％（34�37 例）と高率であった．
1CTP測 定 し た 44 症 例 中 8例 は，CEA�CA19―9�
SPAN-1�DUPAN-2 のいずれの腫瘍マーカーも陰性
で，うち 6例は 1CTP 6ng�ml 以上の異常高値を示し
た．1CTP値 8.5ng�ml を cut off 値として，8.5 以上を
高値群（26 例中，Stage II：1 例，III：6 例，IVa：7
例，IVb：14 例，化学療法：4例，放射線療法：9例，
外科切除：15 例），未満を低値群として累積生存率を
算出した場合，有意に低値群の生存率が良好であった
（Fig. 1）．経過観察中央期間は 7.8 か月で，低値群の 3
年生存率は 88.9％であるのに対し，高値群の生存期間
中央値は 12.6 か月で，2年生存率は 17.5％と不良で
あった．1CTP値 6ng�ml 未満の症例については病期

・治療法を問わず全例生存している．
考察：1CTP値は骨吸収量を反映する指標と考え

られ， 肺癌・乳癌・前立腺癌の骨転移症例において，
有意に高値を示すことが知られている．近年，食道癌
切除例における予後因子として報告され１），Thorban
ら２）の報告を見ても，50％以上の膵癌症例に骨髄中の
癌細胞播種を証明し予後との相関を示している．膵癌
症例における骨・骨髄組織は，転移癌細胞供給源とし
ての可能性を有し，1CTP値はこれを反映し，再発増悪
を予知する治療マーカーになりうると考えられる．現
在，FDG-PET・骨髄生検を加えた prospective study
を行っている．
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